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の
木
の
植
栽
及
び
ト
イ
レ
の
設

置
に
つ
い
て
、
検
討
状
況
を
聞

き
た
い
。

答
弁

下
土
棚
遊
水
地
上
部
利

用
計
画
案
は
、
地
域
懇
談
会
の

中
で
地
域
住
民
の
意
見
や
要
望

を
反
映
し
策
定
し
て
い
る
。
地

域
住
民
の
意
向
と
し
て
、
下
土

棚
遊
水
地
へ
の
桜
の
木
の
植
栽

に
つ
い
て
は
、
湘
南
台
地
区
郷

土
づ
く
り
推
進
会
議
が
地
域
懇

談
会
を
通
じ
て
神
奈
川
県
に
対

し
て
要
望
を
行
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
長
後
地
区
の
方
々
も
引

地
川
沿
い
へ
の
桜
の
木
の
植
栽

を
要
望
し
て
お
り
、
両
地
区
の

方
々
が
遊
水
地
や
川
沿
い
へ
の

桜
に
対
す
る
強
い
思
い
が
あ
る

こ
と
を
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
、
桜
の
木
の
植
栽

に
関
し
て
は
、
県
と
市
の
役
割

今
後
の
事
業
の
進
め
方
と
、
地

域
へ
の
周
知
の
方
法
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

答
弁

平
成
28
年
３
月
に
策
定

し
た
藤
沢
市
道
路
整
備
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、
各
路
線
の
有
効
性

や
費
用
対
効
果
の
検
証
に
基
づ

き
、
優
先
着
手
区
間
、
着
手
時

期
検
討
区
間
及
び
着
手
時
期
未

定
区
間
に
分
類
し
、
優
先
度
を

定
め
て
い
る
。
優
先
着
手
区
間

に
位
置
づ
け
た
鵠
沼
奥
田
線
な

ど
の
路
線
は
、
事
業
着
手
に
向

け
、
28
年
か
ら
29
年
に
地
域
へ

の
説
明
を
行
っ
た
。
優
先
着
手

区
間
以
外
の
路
線
は
、
今
後
、

事
業
化
の
段
階
に
お
い
て
、
地

域
の
方
と
意
見
交
換
等
を
行
い
、

周
知
を
図
っ
て
行
き
た
い
。

質
問

未
着
手
の
計
画
道
路
用

地
に
つ
い
て
、
現
在
の
活
用
状

況
と
、
さ
ら
な
る
活
用
策
に
つ

い
て
、市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

未
着
手
の
計
画
道
路
用

地
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
等
の

防
災
倉
庫
置
き
場
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
広
場
と
し
て
の
活
用

て
は
、
下
土
棚
遊
水
地
上
部
利

用
計
画
案
の
中
で
適
正
な
配
置

が
計
画
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

地
域
住
民
、
教
職
員
等
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
要
望
が
挙
が
る
中
で
、

合
意
形
成
の
観
点
を
重
視
し
な

が
ら
基
本
構
想
を
策
定
し
、
構

想
の
実
現
に
注
力
し
て
き
た
。

一
方
で
、
規
模
や
コ
ス
ト
面
の

認
識
が
甘
く
、
再
検
討
が
不
十

分
で
あ
っ
た
こ
と
は
反
省
す
べ

き
点
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
高

額
に
な
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。

ま
た
、
今
後
の
実
施
設
計
の
作

業
で
は
、コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
、

事
業
費
削
減
の
観
点
か
ら
改
め

て
現
状
の
プ
ラ
ン
を
精
査
し
て

い
く
。
今
後
、
学
校
施
設
整
備

を
検
討
す
る
際
に
は
、
そ
の
都

度
、規
模
や
事
業
費
に
つ
い
て
、

チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
働
く
よ
う
に

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
こ
の
事
業
は
、
学
校
や
保

育
園
等
の
施
設
の
老
朽
化
の
解

消
を
図
る
と
と
も
に
、
避
難
施

設
と
し
て
の
側
面
も
合
わ
せ
持

っ
て
お
り
、
安
全
安
心
の
観
点

か
ら
も
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
を

持
ち
、
計
画
に
基
づ
き
事
業
を

進
め
て
い
き
た
い
。

か
ら
、
改
善
の
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

自
転
車
に
関
す
る
交
通

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
対
策
と
し

て
、
本
年
、
藤
沢
警
察
署
交
通

課
が
、
選
手
・
関
係
者
に
対
し
、

自
転
車
利
用
時
の
注
意
点
な
ど

の
指
導
を
行
っ
た
。
し
か
し
、

本
年
の
大
会
に
お
い
て
も
、
交

通
マ
ナ
ー
等
に
関
し
、
幾
つ
か

の
問
題
が
見
受
け
ら
れ
た
。
本

市
と
し
て
も
、
過
去
の
大
会
の

対
応
事
例
等
を
参
考
に
、
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
引
き

続
き
、
交
通
マ
ナ
ー
等
に
つ
い

て
注
意
喚
起
を
し
て
い
く
。

質
問

ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
に
向
け
、
江
の
島
島
内
に

お
け
る
バ
イ
ク
の
路
上
駐
停
車

に
、対
応
が
必
要
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

議
内
容
を
履
行
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。　

ま
た
、
東
日
本
電
信
電
話
株

式
会
社
か
ら
所
有
権
が
移
転
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

都
市
開
発
株
式
会
社
に
協
議
書

の
内
容
の
履
行
を
要
請
し
た

が
、
困
難
と
の
回
答
を
受
け
て

い
る
。

江
の
島
の
路
上
駐
停
車　

県
と
連
携
し
対
応
す
る

松
長　

由
美
絵　

	
	

（
市
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

質
問

江
の
島
で
は
、
平
成
30

年
よ
り
セ
ー
リ
ン
グ
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
シ
リ
ー
ズ
な
ど
が
開
催

さ
れ
、
多
く
の
観
光
客
を
迎
え

て
い
る
。
大
会
関
係
者
の
自
転

車
の
走
行
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
、

選
手
や
一
般
の
方
々
の
安
全
面

９
５
号
線
ま
で
の
約
１
１
０
メ

ー
ト
ル
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

部
分
的
な
供
用
開
始
に
向
け
、

先
行
し
て
工
事
を
進
め
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。

残
り
の
区
間
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
早
期
供
用
開
始
に
向

け
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

確
認
し
て
い
る
。
今
後
の
横
浜

藤
沢
線
整
備
の
課
題
と
し
て
は
、

川
名
緑
地
部
の
ト
ン
ネ
ル
構
造

や
、
県
道
藤
沢
・
鎌
倉
と
国
道

４
６
７
号
と
の
交
差
部
に
お
け

る
交
通
処
理
な
ど
で
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。
本
市
と
し
て
も
、

横
浜
藤
沢
線
の
早
期
開
通
に
向

け
、
県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

工
区
ご
と
の
課
題
解
決
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

未
着
手
計
画
道
路
用
地

有
効
活
用
に
取
り
組
む

栗
原　

貴
司　

	
	

（
市
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

質
問

本
市
の
都
市
計
画
道
路

で
は
、
長
期
間
事
業
が
進
ん
で

い
な
い
未
着
手
路
線
が
あ
る
が
、

聞
き
た
い
。

答
弁

暫
定
的
な
生
活
道
路
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
横
浜
藤
沢

線
と
県
道
藤
沢
・
鎌
倉
の
交
差

部
か
ら
川
名
緑
地
の
手
前
ま
で

の
約
３
３
０
メ
ー
ト
ル
に
つ
い

て
、神
奈
川
県
が
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
県
道
藤
沢
・
鎌
倉
の
交

差
部
か
ら
川
名
の
市
道
村
岡
３	

藤
沢
・
鎌
倉
ま
で
が
供
用
開
始

さ
れ
た
が
、
川
名
交
差
点
周
辺

に
お
い
て
、
日
常
的
な
交
通
渋

滞
が
発
生
し
て
い
る
。
そ
の
対

応
と
し
て
事
業
用
地
を
活
用
し

た
暫
定
の
生
活
道
路
の
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
状

況
と
、
横
浜
藤
沢
線
の
今
後
の

整
備
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て

察
も
含
め
た
健
診
を
推
奨
し
、

産
後
ケ
ア
事
業
は
、
宿
泊
型
や

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
、
訪
問
型
等

の
形
態
で
の
実
施
を
推
奨
し
て

い
る
。
本
市
の
出
産
取
り
扱
い

機
関
で
は
、
一
般
的
に
は
産
後

１
カ
月
で
産
婦
健
診
が
実
施
さ

れ
て
い
る
が
、
産
後
２
週
間
で

健
診
を
行
う
医
療
機
関
も
あ
る
。

そ
の
た
め
、
市
の
事
業
と
し
て

の
産
婦
健
診
実
施
は
、
そ
の
実

行
性
の
検
証
や
各
医
療
機
関
と

の
調
整
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
産
後
ケ
ア
事
業
は
、
先

進
自
治
体
を
調
査
し
つ
つ
、
ま

ず
は
市
内
医
療
・
助
産
関
連
施

設
等
が
行
う
産
後
の
母
親
へ
の

支
援
と
し
て
、
宿
泊
型
を
含
め

た
運
営
主
体
や
支
援
内
容
等
の

現
状
を
把
握
し
、
支
援
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
い
く
。

横
浜
藤
沢
線
の
整
備

県
と
連
携
し
取
り
組
む

甘
粕　

和
彦　

	
	
（
ふ
じ
さ
わ
湘
風
会
）

質
問

横
浜
藤
沢
線
は
、
県
道

子
ど
も
虐
待
等
の
事
件
が
相
次

い
で
い
る
。
産
後
直
後
の
不
安

定
な
時
期
に
身
近
な
人
の
助
け

が
得
ら
れ
な
い
お
母
さ
ん
の
た

め
、
世
田
谷
区
産
後
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
の
よ
う
な
、
産
後
の
心
身

の
不
調
等
に
対
応
し
、
さ
ら
に

産
後
う
つ
や
虐
待
予
防
に
向
け

た
宿
泊
可
能
な
産
後
ケ
ア
事
業

を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

国
で
は
、
産
婦
健
診
と

産
後
ケ
ア
事
業
が
同
時
に
行
わ

れ
る
体
制
づ
く
り
と
し
て
、
産

婦
健
診
は
、
産
後
２
週
間
と
１

カ
月
の
時
期
に
産
後
う
つ
の
診

も
あ
る
が
、実
現
し
た
際
に
は
、

多
様
な
観
光
客
に
対
す
る
利
便

性
が
格
段
に
向
上
す
る
。
ま
さ

に
東
京
２
０
２
０
大
会
の
レ
ガ

シ
ー
と
し
て
、
江
の
島
周
辺
の

観
光
の
大
き
な
転
換
期
と
な
り
、

市
内
観
光
の
課
題
解
決
に
大
き

く
寄
与
す
る
も
の
と
捉
え
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
市
と

し
て
は
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
定

期
運
行
が
実
現
し
た
際
に
は
、

市
内
の
回
遊
性
が
高
ま
る
仕
掛

け
を
民
間
事
業
者
に
積
極
的
に

提
案
す
る
な
ど
、
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。

宿
泊
可
能
な
産
後
ケ
ア

施
設
の
整
備
を

神
尾　

江
里	

	

（
民
主
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
）

質
問

昨
今
、
大
変
痛
ま
し
い

山
口　

政
哉	

	

（
市
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

質
問

江
の
島
周
辺
地
区
で
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
が
定
期
運
行
さ
れ

れ
ば
、
東
京
２
０
２
０
大
会
後

の
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
、
観
光
面

で
も
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
思

う
が
、
本
市
の
観
光
行
政
と
し

て
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
関
わ

る
の
か
聞
き
た
い
。

答
弁

江
の
島
周
辺
に
つ
い
て

は
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
て
い
る
が
、
江
の
島

弁
天
橋
は
全
長
４
０
０
メ
ー
ト

ル
あ
り
、
利
用
者
か
ら
は
歩
行

距
離
が
長
い
と
の
意
見
も
聞
い

て
い
る
。
ま
た
、
市
内
全
体
の

回
遊
性
の
促
進
も
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運

行
に
つ
い
て
は
、
バ
ス
停
の
用

地
確
保
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

答
弁

バ
イ
ク
の
路
上
駐
停
車

へ
の
対
応
は
、
原
則
、
藤
沢
警

察
署
が
行
っ
て
お
り
、
定
期
的

な
巡
回
・
指
導
の
強
化
を
今
後

も
継
続
す
る
と
確
認
し
て
い
る
。

本
市
と
し
て
も
駐
輪
場
等
へ
の

誘
致
案
内
な
ど
神
奈
川
県
と
連

携
し
た
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

下
土
棚
遊
水
地
計
画

住
民
の
意
見
等
を
反
映

安
藤　

好
幸	

	

（
民
主
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
）

質
問

下
土
棚
遊
水
地
の
上
部

利
用
と
し
て
の
公
園
整
備
の
早

期
完
成
が
望
ま
れ
て
い
る
が
、

下
土
棚
遊
水
地
上
部
利
用
計
画

案
に
地
域
住
民
の
意
向
が
反
映

さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
地
域
住
民
の
要
望
で

あ
る
、
下
土
棚
遊
水
地
へ
の
桜

分
担
の
も
と
、
遊
水
地
機
能
に

影
響
を
与
え
な
い
範
囲
で
実
現

化
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い

の
ほ
か
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
活
動
場
所
、
緑
の
広
場
、
自

転
車
等
駐
車
場
な
ど
と
し
て
活

用
し
て
い
る
。　

今
後
も
、
公
有
財
産
規
則
に

基
づ
き
、
事
業
着
手
の
見
通
し

等
を
踏
ま
え
、
自
治
会
等
と
連

携
を
図
り
、
有
効
活
用
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

鵠
南
小
学
校
等
改
築

事
業
費
を
精
査
す
る

塚
本　

昌
紀	

	

（
藤
沢
市
公
明
党
）

質
問

鵠
南
小
学
校
等
改
築
工

事
に
関
し
て
、
市
と
し
て
高
額

な
計
画
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
と
思
う
が
、
工

事
に
お
け
る
執
行
体
制
の
問
題

や
課
題
の
有
無
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。
ま
た
、工
事
に
つ
い
て
、

一
度
見
直
す
こ
と
も
必
要
と
考

え
る
が
市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

こ
の
事
業
は
、
本
市
に

お
い
て
こ
れ
ま
で
に
例
が
な
い

複
合
施
設
と
な
る
た
め
、
設
計

前
に
一
年
間
を
か
け
、保
護
者
、

一

質
般

問
な
主

質
問と

弁
答

り
、
ま
た
、
東
日
本
電
信
電
話

株
式
会
社
に
履
行
す
る
よ
う
働

き
か
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

協
議
書
に
は
、
市
へ
公

園
を
寄
附
す
る
こ
と
や
、
既
存

樹
木
の
保
存
・
維
持
、
東
側
の

通
路
を
公
共
用
に
供
す
る
こ
と
、

西
側
道
路
の
整
備
な
ど
が
含
ま

れ
て
い
る
が
、
当
該
土
地
は
、

民
営
化
等
に
よ
り
日
本
電
信
電

話
公
社
か
ら
東
日
本
電
信
電
話

株
式
会
社
に
所
有
権
が
移
転
し
、

現
在
は
、
売
買
に
よ
り
、
東
日

本
電
信
電
話
株
式
会
社
か
ら
Ｎ

Ｔ
Ｔ
都
市
開
発
株
式
会
社
に
所

有
権
が
移
転
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
所
有
権
を
持
た
な

い
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

は
開
発
行
為
を
継
続
・
完
了
で

き
な
い
状
態
に
あ
る
た
め
、
協

山
内　

幹
郎	

	（
日
本
共
産
党
藤
沢
市
議
会
議
員
団
）

質
問

辻
堂
東
海
岸
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ

社
宅
跡
地
の
開
発
に
つ
い
て
、

昭
和
50
年
に
本
市
と
日
本
電
信

電
話
公
社
が
締
結
し
た
協
議
書

の
内
容
を
履
行
す
る
べ
き
で
あ

江
の
島
周
辺
地
区
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

積
極
的
に
民
間
事
業
者
に
仕
掛
け
を
提
案
す
る

市
内
回
遊
性
の
促
進
を
目
指
す

現所有者に履行の働きかけを

ＮＴＴ社宅跡地開発
市との協議書の履行が困難

保存・維持が約束されていた NTT 社宅跡地の既存樹木

交通渋滞の解消が望まれる県道 32 号線川名交差点付近

公園としての上部利用が計画されている下土棚遊水地予定地

⑹


